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すさきサービスエリアタウン（ＳＡＴ） 
社会実験を実施中 

 

～「通り名・位置番号方式による道案内システム」 
県内初の試み～ 

 

○高知県須崎市の中心市街地では、「通り名・位置番号方式
による道案内システム」に関する社会実験を 11 月 1 日
から開始しています。 
実験名：すさきサービスエリアタウン（ＳＡＴ）体験実験 

期 間：平成 19年 11 月 1日～30 日（１ヶ月間） 
 

○この実験は、須崎市が国土交通省の支援を受け、須崎市
中心市街地をサービスエリアに見立て、まちにある様々
な施設（鍋焼きラーメンなどの飲食店、市場、休憩施設、
トイレ等）を通り名や位置番号方式による道案内等によ
り、ドライバーや歩行者の皆さまへ、よりわかりやすく
案内するものです。（詳細は別紙１～３参照） 

 

○11 月 11 日（日）には、実験エリア内、魚市場通りにおい
て、「魚祭り」も開催されます。その他各種イベントが用
意されているこの機会に、須崎のまちに是非お越しくだ
さい。 

 

平成１９年１１月 ２日 
 

高 知 県 須 崎 市 

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 
 

 

 

＜ 問 い 合 わ せ 先 ＞ 

須崎市  

   企画課長   西森  央     ＴＥＬ：０８８９－４２－５６９１ 

国土交通省 四国地方整備局 土佐国道事務所 

     事業対策官  中村 慎二    ＴＥＬ：０８８－８８４－０３５９ 

         



 

 

【実験の背景・目的】 
高知県須崎市の東側には、須崎東ＩＣが設置されていますが、現在これを延伸して、

3箇所の出入口を有する 5.1km の無料の須崎道路の工事を行っています。（平成 20 年度

の供用予定） 

そこで、将来高速道路の乗り降りが自由で、かつＩＣが３箇所設置される須崎市の立

地条件を活かし、まち全体をサービスエリア的に活用し、まちの機能を提供することで、

道路利用者の利便性向上を目指しています。そのため、まちにある様々な施設（鍋焼き

ラーメンなどの飲食店、市場、休憩施設、トイレ等）をわかりやすく案内できる道環境

整備に向けた課題を検証する社会実験を行っています。 

【実験の概要】 
須崎市は国土交通省の支援を受け、以下の社会実験を実施します。 

須崎市街地まで及び市街地内の円滑な道案内として、自動車、歩行者に対して、下記

の道案内方策を展開します。 

・自動車に対しては、交差点を記号化し、よりわかりやすく、市街地周辺の駐車場を

案内 

・歩行者に対しては、「通り名」の標示や「位置番号」方式の導入により、目的地への

スムーズな案内 

・インフォメーションを２箇所（桐間
き り ま

地区、道の駅かわうその里すさき）設け、各種

情報の提供、およびまちの様々な施設（鍋焼きラーメンなどの飲食店、市場、休憩

施設、トイレ等）の提供 

・案内マップを活用した各種情報の提供（案内マップは上記インフォメーション及び

ＪＲ須崎駅等で入手できます。） 

また、これらの効果や課題を検証するため、利用者等へのアンケート調査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験対象エリア 

別紙１ 

 



 

案内標識等設置箇所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

■広域案内標識等設置箇所 

■インフォメーションの案内看板 

■通り名標識 

■位置番号標示 

■中心市街地案内標識等設置箇所 

この場合、起点から約 600ｍ
の位置を示します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


